
CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光

□PHC

土間コンクリート スランプ許容差±2.5cm

注）８　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないこと。

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛りかえを行わないこと。

工事の着手に先立ち下記の計画書を監督職員及び工事監理者に提出し承諾を受け、報告書は各工事終了後に速やかに提出すること。注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛リかえをしてはならない。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。
９．書類提出

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）１　片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

□　機械式杭頭接合工法の施工管理チェックシート必ず監理者へ書類として提出すること。
100％85％圧縮強度

設計基準強度の50％5.0Ｎ/mm２コンクリートの 設計基準強度の
□　住宅性能表示制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　意匠図による。

2828151610855℃未満

282512106535℃～15℃注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする □　鉄筋機械式継手(エースジョイント同等品)　　　　　　　－　東京鉄鋼株式会社同等品
28178643215℃以上 □　構造用転造両ねじアンカーボルトセット　　　　　　　　－　ＪＳＳ規格認定工場品（JIS B 1220-2010）の

材
令(

日)

コ
ン
ク
リ
ー
ト

□　機械式杭頭接合工法　　　　　　　　　　　　　　　　　－　岡部株式会社同等品
Ａ種（２）地盤改良　
シリカセメント

Ａ種 Ａ種Ａ種 Ａ種平
均
気
温

高炉セメント  シリカセメントシリカセメントシリカセメント

ランドセメントＡ種 Ａ種Ａ種
□　高強度コンクリート　　　　　　　　　　　　　　　　　－　長岡地区生コン事業協同組合又は長岡市内大臣認定工場

存
値
期
間
の

（１）直接基礎　 普通ポルト高炉セメント高炉セメント高炉セメント

の種類 ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント
セメント 早強度ポルト  普通ポルト早強度ポルト普通ポルト早強度ポルト普通ポルト早強度ポルト

４．地業工事 はり下スラブ下スラブ下、はり下基礎、はり側、柱、壁
部位

支      柱せ  き  板種類 □　建築構造用冷間プレス成形角形鋼管　　　　　　　　　　－　ＪＦＥスチール株式会社同等品
注)地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合がある。 ■型枠存置期間

■　各試験の供試体は公的試験機関または民間認定機関にて試験を行い監理者に報告すること。■材料　合板厚１２㎜を標準とする。　　　■施工　ＪＡＳＳ５による。

25 ■　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。　　■　各工事において必要に応じて記録写真を撮り保管すること。（３）型　枠

24 　　代行業者名
８．その他

　　代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者を言う。23
　　試験機関名　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　　号）

□22
■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上を原則とする。

21 ■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

　　５本以上とする。(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で２００箇所程度とする)
20 ■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

　　ガス圧接部分の検査を超音波深傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し、１回の試験は
■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震時等に対して適切に支持されていること。19
□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

程度を推測する18 　　部分に緊結され、安全であること。■　継手部分の施工要領は、日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書(最新版)」による。(ガス圧接・溶接・機械式継手工事)

■　Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。土留め壁工法は「・・・・工法」17
■　建築設備の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講ずること。

　　によって検討した部材の条件・仕様によること。
○備考 ■　建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。16

　　認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算に当たって「鉄筋継手使用基準(建築物の構造関係技術基準解説書2007)」

15 ※　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の
７．設備関係　がある

14 □□□□告示1463号第4項各号□機械式継手 □D(  )以下
　設計地番とは約  ｍの距離スランプ許容差±2.5cm捨てコンクリート ■普通

13 □□ □D(  )以下□告示1463号第3項各号□溶接継手
品質基準強度（Ｆｑ）=N/mm2 cm以下 ○近隣データの調査地番と

備　考種　　類適　用　箇　所 12 ■■告示1463号第2項各号■ガス圧接継手スランプ設計基準強度（Ｆｃ）=N/mm2
（１）コンクリート (レディーミクストコンクリート JIS Q1001,JIS Q1011,JIS A5308) 11 ■D(16)以下■重ね継手

10 ＳＡ級Ｂ級Ａ級
２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

9 鉄筋の径鉄筋継手工法 (2) (1)以外の部位※(1)引張力最小部位

8 継手の位置等の設計条件による仕様・等級

　ついてのコメント ■　鉄筋継手等7
■　配筋にあたっては、日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(最新版)」「壁構造配筋指針(最新版)」を必ず参考にする。

6
　　(2)｣による。また、「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣による。

5 ■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)

（１１）構造計算ルート 4
ボーリング柱状図による ■　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ５による。

3
●位置図

（２）鉄　筋□門塀　　□擁壁　　□駐輪場　　□駐車場　　□機械式駐車場　　□サイロ 2

（ ９）付帯工事 1 　　［レディーミクストコンクリートの練混ぜに用いる水］による。

■　水は、ＪＩＳ　Ａ５３０８（レディーミクストコンクリート）の附属書３（規定）
605040302010№２№１ 　　１２０分以内とする。●調査地番土質

標準貫入試験Ｎ値 　　なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は（ ８）特別な荷重 深　

度

　　が分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。（２）ボーリング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）　→　ボーリング柱状図による
■　ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリ－トの自由落下高さは、コンクリ－ト

注）上記表中の資料があるもの、調査計画があるものに○を記入する。（ ７）屋上付属物
■　乾燥、振動等によって、コンクリ－トの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

一軸圧縮試験
■　コンクリ－ト打ち込み中及び打ち込み後5日間は、コンクリ－トの温度が2度を下がらないようにする。

三軸圧縮試験孔内水平載荷試験
　　なお供試体の数量は特別指示なき湯合は、１回当リ６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ＰＳ検層現場透水試験スエーデン式サウンディング
　　の端数ごとに１回を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な闘隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

液状化判定平板載荷試験試験堀（支持層の確認）
　　とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打ち込み量が150m3をこえる場合は150m3ごとまたは、そ物理探査土質試験(物理試験)水平地盤反力係数の測定
■　構造体コンクリ－トについて現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、または現揚封かん養生標準貫入試験静的貫入試験○ボーリング結果

調査計画資料有り調　査　項　目調査計画資料有り調　査　項　目調査計画資料有り調 査 項 目 　　その平均値を試験値とする。

（ ５）階  数 　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、
■有（■敷地内□近隣）　　　　　□無（調査予定　□有　　□無）

□プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)　□薄板軽量形鋼造(スチールハウス) 　　を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し承認を得る。
（１）地盤調査と調査計画

■　フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－の技術評価をうけた測定器□鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)
　　について、工事監理者の承認を得ること。

３．地  盤

空気量　４．５％
（ ４）構造種別

水セメント比　６５％以下
単位セメント量　２７０ｋｇ／ｍ３以上かつ４５０ｋｇ／ｍ３以下

□穴あきＰＣ板スパンクリート　ｔ＝注)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること
単位水量　１８５ｋｇ／ｍ３以下

■　調合計画は、工事開始前にエ事監理者の承認を得ること。□特殊デッキプレート□法第20条第一号(高さ60m超)
■　セメントは、JIS R 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　コンクリ－トはJIA A 5308に適合するJIS認定工場の製品とし、施工は標準図に記載されている事項を除きJASS5による。

（１）コンクリート

（６）屋根、床、壁 に適用する１．建築物の構造内容 ５．鉄筋コンクリート工事 （施工方法等計画書）が36N/mm2以下に適用し、鉄筋の材種はSD390以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＳＳ６ 本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)

（２）設計図書優先順位＝質問回答書＞現場説明書＞特記仕様書＞設計図面＞標仕＞ＪＡＳＳ５及び

（１）設計図面及び特記仕様書に記載されていない事項は下記の図書を適用する。

０．共通事項 （５）ボルト

適用は　■　印を記入する。 特記事項本数杭の先端の深さ（ｍ)設計支持力（kN)
構 造 設 計 特 記 仕 様 ※修正箇所は下線を引くこと。

（施工方法等計画書）６．鉄骨工事

 柱、梁、床、壁

■普通基礎、基礎梁

■40d　□35d　□(  )d

□　塗装厚さについては、意匠図仕上表の耐火認定番号による。

（７）耐火被覆の材料

　　２回塗りとする。

■　現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し

　　を使用して、４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

■　錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被服される以外の部分とする。　→　意匠図による。

（６）防錆塗装

　　■　トルシア型高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

　　■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

軸力導入試験□要■否(部位：　　　　　)　高力ボルトすべり係数試験□要■否(部位：   　　)

■　高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと。

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入検査を

第三者検査機関名　ＣＩＷ－Ｄ種以上認定検査事業者
の場合に実施する

個個個外観検査（※）■
％％％ 基づき必要となる建築物
個個個マクロ試験・その他

(注)東京都の要領に
個個個(注) □示温塗料塗布
％％％検査
個個個□硬さ試験内質 （目視及び計測）％％％
個個個超音波深傷試験 第１４６４号第二号による(突合せ溶接) ％％％
個個個外観検査（※） ※平成１２年建設省告示
％％％

工事監理者第三者受入検査工場自主検査
備   考検査方法検査箇所

検査率又は検査数

■　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（５）接合部の検査

■　日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工場製作編、鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

■　日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

■　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第12章）

■　平成１２年建設省告示第１４６４号第二号イ、ロ

（４）接合部の溶接は下記によること

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告するニと）

（３）工事監理者が行う検査項目

■社内検査表　□    　　　　    　□

※日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシートとする。

■材料規格証明書※、または試験成績書

■製作工場　　　　　　　　　■製作要領書　　　　■工作図　　　　■施工計画書

（２）エ事監理者の承認を必要とするもの

■　鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

■　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度測定指針」「鉄骨工事技術指針」　　■　日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

（１）鉄骨エ事は指示のない限リ下記の最新版による

□

100

(JIS A 6204)混和材料の種類
■水道水　　□地下水　　□工業用水　□回収水水の区分
■砂利　　　□砕石　　　□人工　　　□粗骨材の種類
■砂　　　　□山砂　　　□人工　　　□細骨材の種類

JIA G 3101.3350.3136

JIS規格・認定番号等現場溶接使用箇所種　　類

（４）鉄骨

(JIS G 3551)

溶接金網

丸鋼 □SR235(JIS G 3112)

□KSS785 大臣認定番号補強筋
高強度せん断

□機械式定着(D32以上)
(JIS G 3112) □機械式継手■SD345
異形鉄筋 □溶接継手

□SD295B ■ガス圧接継手
■SD295A D10～D16 ■重ね継手

継手工法使用箇所径種　　類（３）鉄筋

□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　厚□100　□120　□150　□190　使用箇所(□　　　　)

（２）コンクリートブロック (□JIS A 5406)

Ｆｑ＝ＭＡＸ(Ｆｃ，Ｆｄ)　　調合管理強度は標仕６．４．５による

品質基準強度（Ｆｑ）に土間コンクリ－ト、捨てコンクリート及びラップルコンクリートは適用しない

計画供用期間の級＝標準

呼び強度を保証する材齢、養生
材齢：■２８日　　□５６日　　□９１日　　□

デッキ上コンクリート

■ＡＥ減水剤□高性能ＡＥ減水剤　　　□膨張剤

□UHYﾌｰﾌﾟ

設計基準強度　２１、２４Ｎ／ｍｍ２

□　高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

■　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■Ｈ型（タガ型）　　□Ｗ型（溶接型）　　□Ｓ型（スパイラル型）とする。

■完全溶込溶接部 100 100 100

100 30 30

100 100

■　建築構造用冷間ロール成形角形鋼管　　　　　　　　　　－　ＪＦＥスチール株式会社同等品

□　高強度せん断補強筋　　　　　　　　　　　　　　　　　－　北越メタル株式会社同等品

□　高強度梁貫通孔補強筋　　　　　　　　　　　　　　　　－　株式会社栗本鐵工所同等品

□　鉄筋機械式定着工法の施工管理チェックシート必ず監理者へ書類として提出すること。

■仮設計画書　□山留計画書・報告書　□平板載荷試験計画書・報告書　■杭施工計画書・報告書　■コンクリ－ト配合計画書

大臣認定番号

□カーテンウォール　　　　　　　　　□方立　□バックマリオン　□スパンドレル　□パネル

スランプ許容差±2.5cm

スランプ許容差±2.5cm

スランプ許容差±2.5cm

養生：■現場封緘　■現場水中　□標準　　　□

JIA G 3106.3136

大臣認定番号MSTL-0142同等

JIA G 3466.3444

□BT-HT440B-SP(建築構造用高溶接性高性能590N/mm2鋼材) 大臣認定番号MSTL-0120同等

□TMCP(HBL325B) 大臣認定番号MSTL-0129同等

JIA G 3101.3350.3136

■D(19)以上

□溶接材料 JIS Z 3211.3312.3313.3223

□F8T 認定番号(MBLT-0050同等)

ＧＬ－　 ｍ付近

〇支持地盤、地層及び深さに

〇孔内水位

□　鉄筋機械式定着(プレートナット同等品)　　　　　　　　－　東京鉄鋼株式会社同等品

□　高力ボルト本締め検査及び鉄骨建入検査は全数検査とし、必ず監理者へ書類として提出すること。

□　合成スラブ構造デッキプレートの施工状況報告書及びチェックリストを必ず監理者へ書類として提出すること。

　　錆止めぺイントは、■ＪＩＳ　Ｋ５６７４　　　□　　　　　　　　　□　　　　　　　□

(但し、対応不可能なものについては２０１５年版としてよいが、設計者及び監理者と協議すること)

日本建築学会建築工事標準仕様書・同解説ＪＡＳＳ５・６（２０１８年版）（以下ＪＡＳＳ５・６）

□木造(Ｗ)　　　□補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　■鉄骨造(Ｓ)

□鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　□壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)

■１５□２１

床、STP、HOOP

□SD390

主筋

■SS400　   ■SSC400　　 ■SN400A.B.C

■BCR295　  □BCP235　   □BCP325

□SM490A　  ■SN490B　   ■SN490C

鉄骨ﾘｽﾄ参照

鉄骨ﾘｽﾄ参照

鉄骨ﾘｽﾄ参照

鉄骨ﾘｽﾄ参照

鉄骨架構図参照

□有　■無

□有　■無

□有　■無

□有　■無

■高力ボルト

□F10T(JIS B1186)■S10T　認定番号(MBLT-0052同等)

■ボルト(JIS B1180)：Ｍ１２　　Ｍ　　　、強度レベル４Ｔ　強度区分４．８

□ＳＣ杭□Ｈ鋼 （先端翼付回転貫入鋼管杭　併用）

□ＡＴＴ-コラム工法□鋼管　□摩擦杭

　　　　　　帯筋＝ＳＤ２９５Ａ
□機械堀鉄筋　　　　主筋＝ＳＤ３９０

　　　年　　　　月　　　　日　併せて参照のこと
□手堀□ＢＨ　　　□深礎セメント量　　　＝　３００kg/m3→杭、基礎配筋図も 　　　第　　　　　　　　　号□アースドリル　　　　□ミニアーススランプ　　　　＝　　２１cm以下

　　　　　　　　　　　　認定□リバースサーキュレーション　コンクリート杭 　　　　　　Ｆq=　　３０N/㎜2

□オールケーシング　　□拡底杭□場所打ち コンクリートＦc=　　３０N/㎜2

鋼　材　□ＳＳ４００□ＳＫＫ４００

　　□ＳＴＫＴ５９０(ＳＥＡＨ５９０)

備　　考施工法材   料杭   種

□埋込み(ｽｰﾊﾟｰﾆｰﾃﾞｨﾝｸﾞ工法）

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項

■　コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建筆物の工事における試験及び検査に関する東京都採取要綱」第４条の試験機関で行うこと。

□　建築に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して構造耐力上主要な

□　ボイドスラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　株式会社スパンクリートコーポレーション同等品

□　耐震スリット材(完全スリット)　　　　　　　　　　　　－　岡部株式会社同等品

■コンクリ－ト工事施工計画書・報告書　■鉄筋工事施工計画書・報告書　■型枠工事施工計画書　■鉄骨工事工場製作要領書

■躯体施工図　■鉄筋取合要領図　■鉄骨工作図

■１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□SS400　   □SSC400　　 □SN490A.B.C □有　□無

□普通

■普通、□軽量

□１５□２１

ボーリング柱状図参照

　　継手部分の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　□無　・超音波深傷試験　■有　□無

■　ＥＶの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

（１０）増築計画　　　□有（　　　　　　）■無

■１８□２１

■１８□２１

□D10 @200　　 □D10 @150

■M16　■M20　□M22　□M24

□ＲＣ　□ＰＲＣ

■鋼材　　　　■高力ボルト　　　　■特殊ボルト　　　　□頭付スタッド

□現寸検査　　■組立・開先検査　　■製品検査　　■建方検査　　■材質検査　　□テープ合わせ

□　外法一定Ｈ形鋼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　ＪＦＥスチール株式会社同等品

■アンカーボルト、□頭付スタッドボルト(JIS B1198)　→　鉄骨部材リストによる

□ベタ基礎　　□布基礎　　■独立基礎　　　試験堀　□有　□無

□　床型枠用鋼製デッキプレート　　　　　　　　　　　　　－　日鉄建材株式会社同等品

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成３１年版（以下標仕）

D19～D25

※近隣敷地参照

PHC(□Ａ種、□Ｂ種、□Ｃ種)
TACP-0198

TACP-0199

杭径（㎜）

□倉庫積載床用　　N/m2　□受水槽　　　　ｋＮ　□クレーン　　　　　　　基

■　耐久設計基準強度　Ｆｄ(Ｎ／ｍｍ２)　　□短期１８　　■標準２４　　□長期３０　　□超長期３６

■　梁貫通孔補強材(スーパーハリーZ)　　　　　　　　　　 －　岡部株式会社同等品

■法第20条第二号(□RC造高さ20m超□S造4階建以上□W造高さ13m超■その他)

□高架水槽　　　ｋＮ　□キュービクル　　　ｋＮ　□広告塔　　□煙突　　□室外機置場

□ＥＶ　１１人乗(□マシンルームレス□ロープ式）　□ＤＷ　　ｋＮ　□ホイスト　　ｋＮ

□１８□２１■２４□２７□３０□３３□３６□４０
□１８■２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□１８■２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０
□１８□２１■２４□２７□３０□３３□３６□４０

□ＥＺ,ＨＹＰＥＲ デッキ

■STKR400　 □STKR490　  □STK400

□床型枠用鋼製デッキプレート　　　形式 フラット 　 厚

□BF-DAM105 BF(□Ａ種、□Ｂ種、□Ｃ種)

□SUPERﾆｰﾃﾞィﾝｸﾞ工法 □大臣認定番号

□大臣認定番号

□　既製コンクリート杭　　　　　　　　　　　　　　　　　－　藤村クレスト株式会社同等品

１

（ ２）工事種別　　□新築　■別棟増築　□改築　□移転　□大規模修繕　□大規模模様替　□用途変更

（ ３）構造設計一級建築士の関与　□必要　　　■必要としない

（ １）建築場所　　小千谷市大字塩殿甲２１４４番地

　１棟　学校（総合支援学校 職員室）　　地下　　階　　地上　　１階　　塔屋　　　階

（ ６）主要用途　　　学校（総合支援学校 職員室）

１棟　事務所　Ｘ方向ルート　　１-２　　Ｙ方向ルート　　１-２

□普通、□軽量

□１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０
□１８□２１

□ＱＬデッキ□6φ-100x100　□6φ-150x150　□6φ- 75x 75

■押出成形セメント板　　　　　ｔ＝６０

□合成スラブ構造デッキプレート　　形式 QLデッキ 99-50-12 Z12

■外壁 押出成形セメント板　t=60　縦張り　

■屋根 カラーガルバリウム鋼板折板葺　H=162　t=1.0（ハゼ）

深さ平均ＧＬ－　　　１.５ｍ、支持層－砂礫層　　長期許容支持力　５００ｋＮ/ｍ２

載荷試験　■有　□無

□浅層混合処理工法　□深層混合処理工法　□湿式柱状改良工法

深さ平均ＧＬ－　　ｍ、長期許容支持力　　ｋＮ/ｍ２、載荷試験　□有　□無　

杭仕様　　　□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書

試験杭　　　（□有　□無）　（□打ち込み□載荷□孔壁測定□支持層確認）　　　　本（本杭兼用）

■認定または登録工楊（大臣認定□Ｓ　□Ｈ　□Ｍ　■Ｒ　□Ｊ　グレード以上　　都登録□Ｔ１□Ｔ２□Ｔ３ランク）

■　露出型弾性固定柱脚工法　　　　　　　　　　　　　　　－　センクシア株式会社同等品

□　合成スラブ構造デッキプレート　　　　　　　　　　　　－　JFE建材株式会社同等品

■　設計積雪　H=300cm

A1:NS

A3:NS 構造設計特記仕様書(職員室棟)



CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光

CL１．一般事項 ７．柱(5)かぶり厚さ (3)杭基礎

2
L最小かぶり厚さ 設計かぶり厚さ L2構造部分の種別(1)本標準図は、鉄筋コンクリート構造部分に適用する。 基
礎

筋

(mm) (mm)
(1)柱主筋の継手 (2)柱主筋の定着

仕上げあり 20 30スラブ、耐力壁 かぶり厚さ…梁筋の通りを良くするために、柱頭柱主筋の
以外の壁

仕上げなし かぶり厚さ（HOOP.ST外面）30 40 かぶりを増やす場合でも、１００以下とし、

2 L230 40仕上げあり 補強対策は設計図による。L(3)図書の優先順位 は
か

ま
筋

屋　内土に接し
30 40仕上げなしない部分 柱、梁　　　設計図＞本標準図＞上記標準仕様書＞日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(最新版)」

ふかし補強耐力壁 30 40仕上げあり(4)上記各図書類に記載なき場合は、監督員と協議する。
屋　外 L2D13-300@縦、横

40 50仕上げなし ho(5)本標準図中特に単位のない寸法は、ｍｍを示す。 ho
/2

+1
5d

はかま筋 基礎筋(6)本標準図中の記号 40 50擁壁、耐圧スラブ 設備器具 ≦
3/

4h
o

40 50柱、梁、スラブ、壁ｄ　　　・・・・・異形棒鋼の呼び名又は、丸鋼の直径 Ｒ　　　・・・・・直径 土に接す
る部分 上階の鉄筋60 70基礎、擁壁、耐圧スラブ 5

0
0
以

上

Ｃ　　　・・・・・中心線 ｒ　　　・・・・・半径Ｌ が多い場合L2

60煙突等高熱を受ける部分 60 70ｌｏ　　・・・・・部材間の内法寸法 ＠,Ｐ　・・・・・間隔

15
d

15d（注）1.軽量コンクリートの場合は、特記による．ｈｏ　　・・・・・部材間の内法高さ φ　　　・・・・・直径又は、丸鋼

　　　2.「仕上げあり」とは、モルタル塗りなどの仕上げのあるものとし、仕上塗材、吹付け又は塗装などの鉄筋の耐久上ＳＴ　　・・・・・肋筋 Ｄ　　　・・・・・異形鉄筋又は、部材成 ho

　　　　　有効でない仕上げのものを除く。
ＨＯＯＰ・・・・・帯筋 　　　　・・・・・鉄筋の圧接継手

≦
3/

4h
o

　　　3.床版、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。 (4)べた基礎
Ｓ.ＨＯＯＰ・・・補強帯筋 　　　　・・・・・異形鉄筋止まり位置 15

d

　　　4.杭基礎の場合かぶり厚さは、杭天端からとする。
1.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう。ハンチを付けた場合(a≧3) 下階の鉄筋5

0
0
以

上

L2　　　5.塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による． 　　但し上筋と下筋を読みかえる。 が多い場合②(8)配筋にあたっては、日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(最新版)」を必ず参考にする。 2.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とし、巾止め筋で保持する。　　　6.柱及び梁の主筋に異形鉄筋(D29以上)を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを、径の1.5倍以上として

L2 a
　　　　　最小かぶり厚さを定める。 1

3.②の鉄筋はD13以上
　　　7.柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、設計かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。 4.埋戻し土のある場合は60とする。

40 ho　　　　　なお，鉄筋組立後のかぶり厚さは，設計かぶり厚さ以上とする． 5.基礎梁幅が大きい場合でも、15d以上の立上げをとる。

≧
15

d

２．鉄筋加工、かぶり、継手 60　　　8.かぶり部分に埋め込まれる設備器具等による欠損断面が大きい場合は、係員の指示を受け、ふかし等で補強を行う。
L1

ho
/2
+1
5d

①

(1)鉄筋末端部の折曲げの形状 (6)鉄筋のフック（１～５に示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

L2

注１．柱頭の四隅にはフックをつける。1.丸鋼 図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要折曲げ角度 180° 135° 90° 折曲げ角度90°はスラブ筋・壁筋の (5)基礎接合部の補強 注２．隣合う継手の位置は、標準図1-2-4
末端部またはスラブと同時に打ち込む 2.肋筋、帯筋、幅止筋 　　　による。
T形及びL形梁のキャップタイにのみ 柱 柱 梁 梁

3.煙突の鉄筋(壁の一部となる場合を含む)d Rd d 150mm 150mmR R 用いる
キャップタイ折曲げ図 4.柱、梁(基礎梁は除く)の出隅部分の鉄筋(右図参照)

L28d
以
上

5.単純梁の下端筋4d以上 2 L26d
以

上

L (3)帯　筋8d
以
上

6.その他、本配筋基準に記載する箇所 タテ・ヨコ
2-D10折曲げ内法寸法Rは、SR235～SD345の径16及びD16以下は3d以上、

0＜D≦500 一般の場合250@SD295～SD345のD19～D38は4d以上、 ①H形
D41及びSD390は5d以上。 ≧６ｄ500＜D≦1,000

1.5P2@3-D13

L2スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。 壁梁の場合*片持スラブ上端筋の先端 d３．杭 (地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること) ≧L2150 3-D13 ≧６ｄ帯筋
(2)鉄筋中間部の折曲げの形状

上下の柱断面が異なる150 ≧L2 (ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (ﾆ)
(1)ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う P2@鉄筋の使用箇所 鉄筋の折り曲げ P2@ 場合、帯筋は、一般の折曲げ図 鉄筋の種類 鉄筋の径による区分

による呼称 内法寸法(R) 帯筋より１サイズ太い ②W-Ⅰ形 ③W-Ⅱ形
鉄筋又は同径のものを所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合 L L L L/2SR235、SR295 16φ、D16以下 3d以上 ２本重ねたものとする。d 但し、La≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ設計上 1.5P1@

　　　　　　　　　　　　考慮されている場合に限る)帯筋、肋筋、スパイラル筋 SD295A・BR
19φ La＞φの場合は工事監理者の指示による。 d梁

幅

梁
幅

1.5P1@4d以上SD345 補強筋 P1@40
d

D19以上 3-D16
タテ・ヨコ

L1D16以下 4d以上 (ｲ) (ﾛ) (ﾊ)SD295A・B 基礎下端
HOOP_100@d

梁面より割付けるD19～D25 6d以上 L1

上記以外の鉄筋 SD345R

La l≧5dP1@ （注）１．図示のない事項については、
基礎下端 15

0

D29～D41 8d以上 10
0以

上

45° 一般の場合に同じ。SD390
l≧10d２．柱に取り付く梁に段差がある

φ

場合、帯筋の間隔を1.5P1@５．柱、梁増打コンクリート補強 　(事前に設計者及び工事監理者と協議を必ず行うこと)　
(3)鉄筋の定着及び重ね継手の長さ 150 又は1.5P2@とする範囲は、

1
.
5
φ

すべての方向の梁を考慮して
・配筋要領は、特記による。フ　ッ　ク　な　し フ　ッ　ク　あ　り HOOP_100@ 1.5P1@ 2d2dコンクリート止め材設計基準 l適用する。

強　　度鉄筋の
φL3 L3 コンクリート止め材 L種　別 Fc L1 L2 L1 L2 ６．地中梁

φ小　梁 床　版 小　梁 床　版（Ｎ／ｍｍ２）

⑤丸形④S形（スパイラル筋）
18 45d 40d 35d 30d ≧40d(1)継手、定着 (2)継手位置300φ以下 350φ 400φ 450φ 500φ 600φ杭　径

21～24 40d 35d 30d 25d C CSD295A L L6-D13 6-D13 8-D13 10-D13 8-D16 10-D16補強筋
P@ P@SD295B lo

≧6dP@ P@注１．帯筋組立ての形は、右図とし、種別は特記による。D10-100@ loHOOP lo/2lo/4 lo/4SD345 27～36 35d 30d 25d 20d
P@ P@特記がなければ下記による。( )余長15d lo/4 lo/4L1

(i)　　　Ｈ形とする。10d ( )継手 (ｲ)(注)杭頭にひび割れが発生した場合は、監理者の指示による。 L2L230d 25d 20d 15d40～60 25d かつ 15d ― (ii)　　Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、
150mm以上 W-Ⅰ形とする。

L(iii)(i)(ii)が困難な箇所は、監督員の承諾を受けて21～24 45d 40d 35d 30d ≧6d(2)現場打ちコンクリート杭
W-Ⅱ形とすることができる。

力骨補強リング 注２．フック及び継手の位置は交互とする。L2 ≧6d27～36 40d 35d 30d 25dSD390 ≧100 L1φ≦杭径１．５ｍ…FB6*50 注３．Ｗ形での溶接は、鉄筋の組立て前に行い、主筋のC L2L ( )継手杭頭処理 　　　位置をさける。φ＞杭径１．５ｍ…FB9*50～75
40～60 25d 20d 注４．Ｓ形の柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添え巻き35d 30d

１節につき３ケ所程度で、かつ３ｍ以下 (ﾛ)基礎梁に床版がつかない独立基礎の場合 (ｲ) (ﾛ)　　　を行う。
リングＦＢと主筋は溶接とする。

※許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、梁主筋の柱への定着は
C CL Lはつり部分　40dとする。 (4)斜め柱・斜め梁45

d

lo
lolo/2lo/4 lo/4重

ね
継

手

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 柱幅と斜材幅が異なる継手 L1 (余長) (余長)15d 15d lo/4 lo/4L1

杭
主

筋

80
0～

10
00

　1．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。 (継手) L2以
上

L2

余
盛

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト

　2．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

10
0

L2L1スペーサー(各4ケ所)　3．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。 ①(継手)
　4．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。 ケーシングチューブを使用する場合…

L2へりあき200以上
　5．鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。 Ｄ１３以上

L2 L215d 15dケーシングチューブを使用しない場合… ①
(余長) (余長)

Pφ≦杭径１．２ｍ…‥FB4.5*38ガス圧接形状

L2 P基礎梁に床版がつく独立基礎の場合

L1φ＞杭径１．２ｍ‥…FB4.5*50周辺面取り P
P100 各ピッチ３，０００以内部分的な周辺の隙間3mm以下

φ L2C CH=1.4d以上 L LＨＯＯＰ筋のかぶりは100以上とする
※圧接の場合500mm以上loL=1.1d以上θ L2d H

lo/2lo/4 lo/4 lo偏心は、d/5以下
(余長) (余長)15d 15d lo/4 lo/4

圧接面のずれは、d/4以下Lθ＞80° ※ ※L2４．基礎 L2
（径の異なる場合は、細い方の鉄筋径）

L1 柱脚で斜材となる
L2 柱Ｄ(継手)(1)直接基礎（独立基礎） (2)直接基礎(連続基礎)

圧接継手 重ね継手(下図のいずれかとする)
①の鉄筋は、一般のST（又はHOOP）筋より1サイズ太い基礎梁肋筋

L1
L2 鉄筋又は、同径のものを2本重ねたものとする。基礎梁主筋 L115d 15d

継手の好ましい位置(余長) (余長)(継手) P基
礎

筋

①継手の好ましくない位置連続基礎及びべた基礎の場合 Pa
L1

a≧400 P布基礎主筋約0.5L1
①1.5L1以上 (注)1.上端主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることができる。

≧
10
0

Ｌ２溶接金網の継手及び定着は、日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(最新版)」による。 　　　2.梁筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが60
A は

か
ま

筋

　　　　 できない場合は柱内に定着する。但し、やむを得ず梁内に定着する場合は、90

A拡大図 　　　　　右図とする。(4)鉄筋のあき
　　　3.梁筋を柱内に定着する場合は、梁筋は柱の中心軸を越えてから定着する。丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5倍以上

　　　4.あばら筋は、8-(4)による。但し梁成が1.5m以上の場合は、下図によることができる。粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

鉄骨鉄筋コンクリート造の場合の、主筋と平行する鉄骨とのあきも同様とする。

60 ≧
8d

間隔 間隔
コンクリ－トはかま筋なし はかま筋付き

15d 打継ぎL1
(a)台形断面基礎 (b)長方形断面基礎 L1異形鉄筋 丸鋼 Ｌ

１

あき あきdo do d d
基礎梁

　　　に基づいて作成したものである。（一部JASS5鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ工事(2018年版）による。）

　　　(但し、対応不可能なものについては２０１５年版としてよいが、設計者及び監理者と協議すること)

(2)本標準図は、(社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（平成３１年版）

(9)継手にあたっては、日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書(２０１９年)」を必ず参考にする。

鉄筋コンクリ―ト構造配筋標準図１

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

２
A1:NS

A3:NS
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鉄筋コンクリ―ト構造配筋標準図２

(5)絞　り (6)二段筋の保持 (2)大梁主筋の継手 (2)壁端部 (4)スラブ開口部の補強
e e

lo/4 lo/2 lo/4 一般スラブ開口部
このような場合は、梁に近い梁上まで引通す

15d a
a=1.7*(主筋直径)

*1.両方向の配筋間隔
2-D131-D13a

10
0

L1は、継手の好ましい位置 *2.スラブ筋が、穴にあたる場合は、ゆるやかに周囲補強筋(ｂ)a

4dD10-400@ ９０゜折り曲げ ９０゜折り曲げ L1D 　　　曲げ加工して引通す。1

帯筋より1サイズ太く loLD

2 a *3.1-D10を上・下端筋の内側に配筋する。又は同サイズを2本 L1L

*4.2-D10を上・下端筋の内側に配筋する。斜め補強筋(Ｃ)D10-400@ (3)壁開口部補強

・壁開口部の補強は、特記による。10
0

a L1(3)あばら筋、腹筋、幅止めの配置 つりあげ筋15
d

・開口部が柱、梁に接する部分又は、最大径が300mm以下で鉄筋をa
L1　緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を

4d 　省略することができる。

・縦筋(横筋)が梁(柱)に近い場合は、梁内(柱内)まで引通す。e≦D/6 e＞D/6 斜め補強筋（Ｃ）開口寸法(a) 周囲補強筋（ｂ）・開口が柱又は、梁面に接する場合は、その部分の斜め筋は省略すること
※※

　ができる。 a≦*1 (*2)
(7)梁面と柱面が一致する場合（特記のない場合は、bによる。）

*1＜a≦400 2-D10(*3)2-D13幅止め筋
a)かぶり厚さを増す場合 b)スタラップ巾をせばめる場合

4-D13かつ開口によって

L1第１あばら筋は柱面より配筋する。 400＜a≦700 4-D10(*4)

L1 切られる鉄筋量以上≒lo/4
つりあげ筋は、一般のあばら筋より１サイズ L1

中央ST端部ST L1 700＜a 係員の指示による太い鉄筋又は同サイズ２本巻きとする。

梁
巾

梁
巾

※腹筋の柱への定着及び、梁中央での継手は特記による。
ふかし 注１．設備の小開口が連続してあく場合は、全体の穴を

特記なき場合は、一般梁は30mm及び150mmとし、壁梁は共にL2とする。
１つの開口にして上表を適用すると共に、開口に25mmかつ柱タテ筋以上梁のかぶり厚さを増す。 スタラップの巾=梁巾-2*かぶり厚さ-柱タ テ筋径 設備配管部

(4)外壁面補強（壁収縮クラック予防） よって切られる鉄筋量以上を小開口の両わきに

(4)あばら筋の型  補強する。設計図に指示なき場合は、3-D13を外側壁筋の内側に
(8)土に接する部分のふかし a c ed fb 配筋する。但し、開口の多い壁面は除く。 ２．穴の間隔は、下図とする。

≧6d≧6d ≧6d ≧6d ho*lo10mmふかし ＞０．４
H*L（ ）

≧8d ≧8d ≧8d

≒0
.7H

'

大きい穴外径の1.5倍以上かつ120以上

2L1H' ３．床スラブ内に埋込む設備配管は、スラブ厚さの

　　1/4以下とし、スラブ中央に配置する。

４．上記管の交差は、極力避ける。又、管が並行して（イ）原則としてaのフック先曲げとする。逆L型梁でb、cとすることができ、T型 梁でb～dとすることができる。 Hho

　　埋込まれる場合は、120mm以上かつ管径の5倍（ロ）原則として3本組はe､4本組はfとする。

lo 　　以上のピッチとする。（ハ）フックの位置はaにあっては交互、bにあっては、逆L型 梁でスラブ側、T型梁で交互とする。８．大梁、小梁、片持梁
（ニ）cの場合は、床版のつく側を90°折曲げとする。 ５．スラブ下端に取り付ける設備用エンドカバ－等L

　　(　　)は、コ－ﾅ－又は、スラブ周辺よりほぼlx/4(1)定着 ６．スラブ端部（梁面から５００程度）では、
CL   の位置(下図点線)とし、その向きは、短・長辺

(5)段違い梁 　　原則として、梁と平行な管の配置は避けること。a大梁
　　各主筋方向とする。１０．スラブ

lo （立　面） （平　面）
柱幅が大きい場合

lo/2lo/4 lo/4
L2

(1)定着および継手 A15d e≦D/6 e≦D/6 A B15d
折曲げて通す。L2 柱幅 120かつ5d以上

lye a一般床スラブ
e L2

≦
t/

4

2L t/
2

D132 tL2つりあげ筋

L lx/4L2 DC CL1 ※L2 DC C lx/4(1サイズ太いもの又は、

t/
2

同サイズを2本)
15d lx/2lx/4 lx/4

D13 L2つりあげ筋 D最　上　階 L3 (D16) lxD15
0以

上

フック付 D13 L2折り曲げ起点は中心線をこえる
ことを原則とする。 柱主筋間で折曲げて通す。 L3A lyA B

(5)壁付スラブ

L2
間仕切壁との交叉部（CB帳壁含む）D スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合L2 (L1)

※柱幅が大きくて、直線部だけで15d 一般床版 （）内は耐圧床版柱に定着するL2 　L2がとれる場合でも柱中心線を D13D13L2
e＞D/6 e＞D/6 D10-200@縦・横　こえて中間折曲げテール長150 lx/4D CC D10-250@(l=1,300)・スペ－サ－は、上端、下端筋共タテ・ヨコ@1,000とする。

e　以上又は180°フック付とする。 eL2 L1 L2 ・スラブ筋のかぶり保持は、上図の如く受け筋D13を用いスペ－サ－にて行う。
lx/4 lx/2 lx/4L2 　又、梁ST上に適切な径の鉄筋を配置してかぶりを確保し、乱れを防止する。 15

0

L2
lx

L1 e≦D/6 D10
・配筋は中央から割り付け、端部は定められた間隔の1/2以下とする。 150300l=1,300

の場合は引き通す一　般　階 D ・折り曲げ形式の折り曲げ位置は、周辺よりほぼlx/4の位置(左図点線)とし、L2

　その位置の上端筋の下側に1-D13を配筋する。
L2b小梁の定着 柱に定着する (6)打ち継ぎ補強(ダメ穴打ち断面について)・鉄筋の継手は、スラブ内では原則として設けない。やむを得ない場合は、下表の

連続小梁
　位置で継手長さL1とする。 ・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ=2xL1以上

lo/2 lo/4lo/4 lo/2lo/4 L2lo/4 ・無筋部分D10-200@、長さ=800以上D15d(余長) 15d 15d 15d （定着）L2 b片持スラブ斜めでもよい

配力筋Ｄ１０―２００＠e≦D/6 配力筋Ｄ１０―２００＠ １１．コンクリートブロック帳壁（内壁）
の場合は引き通す

主筋 主筋
受け筋Ｄ１３ 受け筋Ｄ１３（l≦１，０００）Ｄ１６（l＞１，０００）斜めでもよい (1)壁　筋

L1 L1L3 15d(余長) 15d 15d 15d下向きでもよい (6)梁の打継ぎ7lo/12 Ｌ Ｌ 一般の場合 立上り（下り）壁による段数調整の場合lo/4lo/6 lo/2lo/4 lo/4 梁水平打継ぎ部
40d 40d 40d 40d

lolo L3
方向 標準継手位置連続端 梁垂直打継ぎ部最終端 打継ぎ部

打継ぎ部 先端部補強筋 先端部補強筋

25
0

上端筋 短辺・長辺２―Ｄ１３ ２―Ｄ１３ B
単独小梁

各腹筋の間に A･C短辺lo/4lo/2lo/4 25
0

d下端筋L2 D13 D1315d 15d 2-D13 45
d

L2 l≦600 l 45C･D長辺斜めでもよい
D10-400@

400 400 D10 @400（注）1.先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。
補強筋D13-250@

2.スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。 ho

1.コンクリートの打継ぎは、水平又は垂直とし梁及び床版の場合は、そのスパンの中央附近に設ける。
斜めでもよい 45

d

hoL3 15d(余長) 15d下向きでもよい 2.コンクリートの打継ぎ面は、レイタンスを除き、かつ面を粗にする。L3

2lo/3lo/6 lo/6 t t(2)屋根スラブの補強3.特に強度を要する箇所は、富調合のモルタルを接着し、新しいコンクリートを直ちに打ち始める。
lo

4.増築時の既存部との打継ぎ部のはつりでひびの入ったかけらは、入念に落とす。

45
d

D10 D13
D13 h　　又、床版は係員の指示を受けて、ホールインアンカー等で適切に補強する。

D10-400@・補強筋は各5-D10(L=1,500)

　とし上端筋の下に配筋する。※小梁
・※の箇所（入隅）は各階補強する。９．壁 D13L≒45° 40d 40d 40d40d

正面
(注)・ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く。(1)定着、継手（土圧壁、耐震壁の継手長さはL1とする。）
　　　・ｈはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。

　　　・継手部は必ずモルタル充てんすること。b柱に（平面図）a梁に c床版に

L2 ４０ｄ ４０ｄD13 コンクリ－ト コンクリ－ト１８０°折曲げかぎ掛け補強あばら筋は小梁主筋側 正　面 (3)片持ちスラブ出隅部補強( ) L2に必ず入れること。
出隅部分の補強筋 ・補強の配筋は、特記による。平　面 L2 L1

( 
 )

L1l1/2 　特記がなければD10-100@ダブルとする。

c片持梁の定着 １－Ｄ１３コンクリ－ト　出隅受け部の配筋は、特記による。
１－Ｄ１３ １－Ｄ１３ 40

d

L2

先端に小梁のない場合 先端に小梁がある場合
L3

出隅部※上端筋２本以上

柱又は梁にＬ1定着する一般スラブ配力筋柱内定着(L1) L1 l1/2l1/2

15d L12lo/3

(2)まぐさ
一般部 ＲＣの壁又は柱l2l2※ d壁と壁（平面図） L2(L1)

４００＜Ｌ≦１，００００ １，０００＜Ｌ≦２，０００
L2 L2 L2 L2 L2

l1
/2

l1
/2

(L1) ブロック厚さL3 2-D13

L3 L1L1 L1
出隅部分の補強筋 出隅受け部

補
強

筋
の

定
着

梁
成

－
か

ぶ
り

*2

2-D13 2-D13先端 元端 L1 L1 L1 L2 注l1≧l2とする。 注l1≧l2とする。L2 20
0

20
0

D13 D13
l1l1L2

(L
1)

≒45°lo ≒45°

２－Ｄ１０ ２－Ｄ１３
シングル配筋 ４００ Ｌ ４０ｄダブル配筋

Ｕ型筋は壁筋とL3 Ｄ１０－１５０＠ Ｄ１０－１５０＠
同径、同間隔L3 L3

小梁が連続する場合 小梁の終端部

３

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）



CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光 A1:NS

A3:NS

１．共通事項

(2)図書の優先順位

(3)上記各図書類に記載なき場合は監督職員と協議する。

(4)本標準図中特に単位のない寸法はｍｍを示す。

(1)本標準図は鉄骨構造部分に適用する。

２．一般事項

(1)材料及び検査

(2)工作一般

(a)鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し監督職員の承認を得る。

(b)鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

(3)高力ボルト接合

(c)社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

   但し、ベースプレートの厚さは除く。

(c)高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

(a)本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用は行わない。

　　　グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤サビ状態で

(b)高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、

　　　あること。但しショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面粗さが、

　　　50μmRz以上以上である場合は、赤サビは発生しないままでよい。

(c)高力ボルトの締め付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締め付けの順序

   は部材が十分に密着するよう注意して行う。

(b)溶接技能者

(c)溶接機器

(d)溶接方法

(e)溶接姿勢

   セルフ（ノンガス）シールドアーク溶接（ＮＧＣ）　アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

   アーク手溶接（ＭＣ）　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

   (ハ)サブマージアーク溶接機一式　　　　　(ニ)炭酸ガスアーク半自動溶接機

   (ホ)溶接電流を測定する電流計　　　　　　(ヘ)溶接棒乾燥機機

   (イ)交流アーク溶接機300A～500A　(ロ)アークエアーガウジング機(直流)

(a)構造設計特記仕様による。

(b)適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする。

上向　Ｏ下向　Ｆ 横向　Ｈ立向　Ｖ

   組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

良 良仮付不良 仮付不良

   (ロ)完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

開先面

裏はつり側にする

仮付溶接

(f)組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。

   (イ)仮付位置

(g)溶接施工

     取り付ける。

   Ⅰ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを

   Ⅱ)エンドタブの材質は、母材と同質とする。

     ＮＧＣ、ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、

     溶接終了後、母材より10mm程度残し切断して、

   Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上。

かつ２ｔ以上

３５ｍｍ以上

ｔ

エンドタブ

   (イ)エンドタブ

     承認を得る。

   Ⅳ)プレス鋼板タブ、固形タグ使用については、資料を提出して設計者又は工事監理者の

     グラインダー仕上げとする。

     材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、幅は

     25mm以上を原則とする。但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更

   (ロ)裏あて金

     但し、梁成D=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmする。

r=10

   (ハ)スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアールとする。

     することができる。

   (ホ)現場溶接の開先面には、溶接の支障のない防錆材を塗布する。また開先部を傷め

     ない様に養生を行う。

   (ニ)裏はつり

     部材に確認マークをつける。

     本規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、

(ヘ)ノンスカラップ工法

ｒ スカラップ
r=30～35mm

ｒ＝３０～３５

裏当て金

θ

Ｇ

θ：開先角度
Ｇ：ルート間隔

(4)溶接接合

   性能を満足すること。

(a)平成12年建設省告示第1464号第ニ号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする

設計仕様になっている部分は塗装しない。

(5)塗装

(注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　(単位mm)

SS

S

S

t

t2

t1

ｔ≦１６ｍｍ

8～10 11～13 14～167以下

6 7 10 12

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

・tはt1、t2の小なる方とする

余盛は(1+0.1S)mm以下とする

とすることが望ましい

1

(1)隅肉溶接

F.V

ｔ

ｔ１

D1 D1

ff

G=0

θ＝６０゜θ＝６０゜

t≦t1

t t＞16mm

(2)部分溶け込み溶接（使用箇所に注意）

θ＝４５゜

ｔ

3

2

f

f

t/4≦f≦10mm

Ｒ≦２

4

G

θ

２５ｍｍ以上

Ｌ

t/4≦f≦10

Ｒ≦２

Ｔ型突合せ継手余盛

f

Ｒ≦２ t

t1

t/4≦f≦10

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

5

Ｇ＝０～２

θ＝６０゜

θ＝４５゜

f

f

2/3t

1/3t
t

t/4≦f≦10

余盛の高さ(mm)のど厚t(mm)

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

19＜t

1

2

3

4

Ｒ≦２

溶接姿勢 F.V

t≧19mmt

削り面

0.5≦ｆ≦3.0mm

ｆ

ｆ

ｔ１
ｔ２

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接） Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

1
2.5

ａ

t2/4≦a≦10mmの場合

(平継手で板厚が異なるとき)

溶接姿勢 F.V

t 6＜t≦19mm

6

ｆ

L L

G

0≦f≦3.0mm

(但し、t≧15mmのとき4mmとする)

(但し、t≧15mmのとき4mmとする)

Ｒ≦２

Ｒ≦２

θ＝４５゜

θ＝４５゜

t1

t

ｔ

25mm以上

溶接姿勢 F.V

t 6＜t≦19mm

溶接姿勢

t(mm)

F.V

MC NGC GC

G L θ G Lt1θ t1

35°

35°

45° 6 6 5

99

9 9 8 35°

45° 6 6 5

9

9 9 8

45° 6

6＜ｔ＜12

12≦ｔ≦19

19＜t

5 5

7

(3)完全溶込み溶接（平継手、Ｔ形継手）

(4)フレアー溶接

θφ
s

t

B プレ－ト

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

8

Ｋ形の場合

寸法(mm)

φ B S

7 49

813

9 516

19 10 6

22 11 7

25 12 8

4.5

・9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は

　2パス以上とし、溶接棒角度θは30°～40°とする

※溶接記号番号を○中に記入のこと

内ダイヤフラム

１
５

０
以

下

８０以下

１
０
０

以
上

スカーラップ部分は

回し溶接する

エンドタブが互に

あたらぬこと

25以上かつ

7 ※　梁フランジは、通しダイアフラムの

　　　　厚みの内部で溶接すること。

２５以上

ガス抜き

φ=20

の角のＲに接しないこと

25
以
上

A

●ＢＯＸ型

溶接姿勢

t(mm)

6≦ｔ＜12

12≦ｔ＜16

ｔ≦16

F.V

MC NGC GC

G L θ G Lt1θ t1

35°

35°

45° 6 6 5

99 8

9 9 8 35°

45° 6 6 5

9 8

9 9 8

45° 6

溶接姿勢

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z3312

JIS Z3315

YGW-18、19

YGW-50W、50P

JIS Z3312
YGW-11、15

JIS Z3315

YGW-18、19

YGW-50W、50P

JIS Z3212、3214

JIS Z3211、3212、3214

YGW-11、15

溶接条件 入熱(KJ/cm) パス間温度(℃)

40以下 350以下

40以下

40以下

30以下

350以下

250以下

350以下

・但し片面溶接の場合はS=tとする

注)STKR,BCR,BCP材はJIS Z3312のみ使用可

「構造設計特記仕様6.鉄骨工事(2)認定または登録工楊」のグレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

4 ※

1 ※t＞16mmの場合の溶接は、2　または　3 ～ 5　とする。

、○ 型

1 ※t＞16mmの場合の溶接は、2　または　3 ～ 5　とする。

  ※※印は設計者が記入すること。

内ダイヤフラムの場合は柱

スカラップ部分は回し溶接する

アップ以上

1

50

リブプレート

ｔ

θ

４

H

Ｈ以上

フランジ厚の２サイズ

○柱が途中で折れる場合、梁成が異なる及び山形ラーメン棟部分

内ダイアフラム

θ＝75°～105°

フランジが柱のＲに

接しないこと。

ｔは柱フランジ厚の１サイズアップ

以上とする。

大梁が斜め

の場合は溶

接と添板の

内側板に注

意のこと

2 ※t＞16mmの場合の溶接は、　3 ～ 5　とする。 PL-9以上

○Ｂ．Ｈ方式

※※　 

平面詳細

平面詳細

A

A A

断面図

断面図

Ｈ(アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接)

２(両面溶接)１(片面溶接)

7

Ｓ

t

３５°

2 Ｓ

≧６０°

t t

2/3(t-2)

1/3(t-2)
2

Ｓ Ｓ
Ｓ

0 0≧６０°
≧７５°

４５°

４５° ６０°

、

●鋼材種別による溶接条件

○仕口部標準詳細図

6＜ｔ≦40 6＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

1/4ｔ≦S＜10 1/4ｔ≦S＜10 1/4ｔ≦S＜10

部材が直交しない場合の開先標準

（通しダイヤフラムの場合）

３．溶接規準図

   溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)または

   JISZ3841(半自動用溶接)の溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上

   溶接に従事している者とする。

Ａ－Ａ

※　7

※　1

7　※

1　※

4

4
内ダイアフラム

※　7

4

7　※

4
※　2

2 ※

4

4

4

4

4

4

Ａ－Ａ

1　※

※　1

7

4

4

※　1

※　1

1　※

1　※

1　※

1　※

4

4

1　※

1　※

1　※

7

4

4

4

※　1

※　1
1　※

  ※※   ※※

1　※

1　※※　1

1　※

4
4

1

4
4

※　1

鉄骨構造標準図１

＜柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合＞

ダイヤフラムは、通しダイヤフラム SN490C　内ダイヤフラム SN490B 以上の

鋼材を使用する事。

ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の2サイズアップとする事。

　　　設計図＞本標準図＞（社）公共建築協会「建築構造設計基準」（平成３０年版）

　　　＞（社）公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（平成３１年版）

４

鉄骨構造標準図（1）
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図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03
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鉄骨構造標準図２

３．継手規準図、その他

呼び径d ボルト穴径
(2)

最小縁端距離

(2)(3)の標準

ピッチ

最小 標準(3)

２２

２４

Ｍ２４

Ｍ２２

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ２２

Ｍ２０

Ｍ１６

(
)

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

ボ
ル
ト、

ア
ン
カー

ボ
ル
ト

Ｍ２４

Ｍ２７

Ｍ３０

２６

２１(１６．５)

２５(２０．５)

２７(２２．５)

２９(２４．５)

３２

Ｍ３４以上

３５

呼び径＋５

１８ ２８

３４

３８

４４

２８

３４

３８

４４

４９

５４

９ｄ／５

２２

２６

２８

３２

２２

２６

２８

３２

３６

４０

４ｄ／３

４０

４０

４０

４５

(1)

４０

５０

５５

６０

４０

５０

５５

６０

６０

６０

６０

７０

(４０)

(４０)

(４０)

(４５)

(４０)

(５０)

(５５)

(６０)

(６０)

(６０)

(６０)

(７０)

ボルト穴径・最小縁端距離(mm)

eee e

N

10

（片側）

　　(3)圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

(両面)

PL-(2)

PL-(1)

<TYPE-1>

符　号 タイプ ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ－径部　　　　　　　材

(2)ピン接合梁継手リスト

鉄骨部材リスト及び鉄骨詳細図参照

(3)剛接合梁継手リスト

Ｗｔ１－Ｗｔ２

(1)高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ
Ｂ１≦２５０ Ｂ１＝３００ Ｂ１＝３５０(４００) Ｂ１ Ｂ２

１５０

１７５

２００

２５０

３００３００

３５０

４００

６０

７０

８０

１００

１１５

１４０

１７０

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

Ｎ１

e
P

P
e

e
P

P
e

Ｎ１

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

Ｎ１

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

L

1
0

PL
-(

3)PL
-(
1)

Ｎ２

PL
-(
3)PL

-(
1)

PL
-(
2)

Ｎ２

３５以上

エ
レ
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ス

PL-(2) PL-(3)

PL-(1)

PL-(2) PL-(3)

PL-(1)

Ａタイプ

Ａタイプ使用は

以下とする

Ｂタイプ Ｃタイプ

柱D=250mm

フランジ ウエブ

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ１－径 ＰＬ－（３） Ｎ２－径

符　号 部　　　　　　　材

フランジ ウエブ

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ１－径 ＰＬ－（３） Ｎ２－径

符　号 部　　　　　　　材

鉄骨部材リスト及び鉄骨詳細図参照

注)現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

注)B=200～250のN2は2列並びとする

(5)柱継手リスト

(4)ハンチ部の継手等

　　(2)せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

注)(1)引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

軸径ｄ１

取付ボルト穴径

許容差

はしあき（最小）

板　　厚

取付ボルト

溶接長さ（最小）

板　　厚

へりあき

へりあき

（最小）

（最小）

ボルト端から取付ボルト

穴心のあき（最小）

(2)

(1)

(1)

切　板　製

平　鋼　製

種　　　類

ねじの呼び

本　　　数

最　　　大

最　　　小

調整ねじの長さ

JIS B 1186

ねじの呼び(ｄ)

＋０．－０．５mm

S

R

e1

e2

(2)

t

e2

t

e3

l

2種高力ボルト(F10T)

Ｍ１４Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

１０．８１ １２．６５ １４．６５ １６．３３ １８．３３ ２０．３３ ２１．９９

１０．６４ １２．４６ １４．４６ １６．１１ １８．１１ ２０．１１ ２１．７７

１００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

１３ １７ １７ ２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５

３５ ４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０

２２ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

４．５ ６ ６ ９９９９

１９ ２５ ２５ ３２．５ ３２．５ ３７．５ ３７．５

４．５ ６６ ９９９９

４７ ５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０

４０ ５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０

１１１１１１ ２

注)(1)e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

　　(2)羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

(b)形鋼ブレース

符　号 ＰＬ－（１） Ｎ－径 ｌ部　　　　　　　材

形鋼ブレース羽子板ボルト

(6)鉄筋ブレース

(7)頭付きスタ ッド (JIS B1198)

(a)羽子板ボルト

注)端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

形状

呼び名

φ１３ｍｍ

φ１６ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ２２ｍｍ

軸径　ｄ 頭径　Ｄ

mm mm

溶接後長さＬ

mm

頭高さＴ 溶け代

mm mm

ス　タ　ッ　ド　材

１３．０ ２２．０ １０．０

±０．３

１６．０

±０．３

１９．０

±０．４

２２．０

±０．４

±０．４

±０．４

３２．０

２９．０

±０．４

３５．０

１０．０

１１．０

１１．０

±０．４

４．０

４．０

５．０

５．０

７０～１５０

７０～１５０

７０～１５０

７０～１５０

スタッド材の標準形状・寸法

(JIS規格品とする・・・JIS A5540_1982/JIS A5541.5542_2003)

鉄骨部材リスト及び鉄骨詳細図参照

鉄骨部材リスト及び鉄骨詳細図参照

P
P

e
e

1

1

B1

B2 B2

B1

B2 B2

e
e

e
e

40

150

40 140 70(90)

B1

B2 B2

e
P

P
e

e
P

P
e

L L

1
0

45
4
5

1
0

(90)70

1

7

4

３５以上

Ｂ≦１５０

e e

Ｂ≦３００

P P

e e

e
P

e
e

P
e

e
P

e
e

P
e

L L10 10

4 7 7

1

D

T

L

d

ee

e
p

e

N

10

PL-(1)

<TYPE-2>
10 10

r=10

10

廻し溶接が可能な様に10mm中へ入れる

1

e P e e P e

e
P

P
e

e e e e

5

10

PL-(1)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)
Ｎ２(片側)

Ｎ１(片側)
PL-(3)

PL-(1)

PL-(2)

リブプレート

r>8t以上 ハンチの起点避ける

Ft1

Ft1

Ｗｔ１ Ｗｔ２

Ft2

Ft2

r=半径　、　t=板厚

ハンチ勾配は設計図による
Ｆｔ１－Ｆｔ２

≧１ｍｍフィラープレート併用のこと

ｄ
１

S
e1

e3

PL-6

PL-(1)

Ｎ

e3 P

R R
e1

t

e1

e
2

ＰＬ－９の場合 ＰＬ－１２の場合

３０°

1
5

ｌ

ｌ

Ｍ１０～Ｍ２２の場合

Ｍ２４～Ｍ３３の場合

長さ

ｄ

e
2R

t

8

l

1

1

長さ

ｄ

ｄ
１

S 8

５

鉄骨構造標準図（2）



CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光 A1:NS

A3:NS

ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

軟鋼及び490N/mm　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312　YGW11相当）

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3212　D5016相当以上）

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-Ｂ１、ＧＣ-ＴＬ-Ｂ１による

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-３６１５-５４３２

関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

イ
プ

タ
G

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

2

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法 Gタイプ は、Ｓ造及びCFT造に適用）

８．鉄骨建方

（イ） □ ７００以下、φ７００以下、H形柱の場合

（ロ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０００の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部

定
着

長
さ

L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。
ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル（＊）

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±
ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

2

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

横浜 　ＴＥＬ　０４５-５４８-９８８１

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

（ハイベースNEO工法 エコタイプ は、Ｓ造に適用）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、EM型式、EH型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、GM型式、GH型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３

○無収縮性モルタルパッド用（固練り）又は普通モルタル

　（NX２０００及びクイック３は使用不可。専用のモルタルを使用のこと。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

ことを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

M64

M72

M56 5.5

72 6

64

56

6

250 30

28

24

び
呼

じ
の

ね

M36

M48

M42

M30

ピ 長長

4.5

3.5

42

48 5

30

36 4

130

P

チ

φｄ

径 ッ

S

さ

22

18

16

13

a

※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端

E

φｄ

ベースプレート

座金

ナット

70

79

62

1850

95

105

85

58

51

45

121

110

98

7412

66

58

12

9

125

115

105

tw

面
長 距

E

径

41

54

48

35800

L0

55

75

65

46

38

34

29

24

87

75

64

53

B

幅

H

さ

C

離

外

アンボンド

スリーブ

全

※2
a

S

二

ナット

高 対
角

50

43

9

9

37

31

6

6

92

78

66

56

φD1φd1

さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意
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・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。
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離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。
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M56
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M48M36
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5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co D1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

d1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ２０００、クイック３は使用不可。専用のモルタルを使用のこと

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

基礎柱形のへりあき量は、

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下 板厚40mm超

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計
※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金が密着している

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45
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28 160 60
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td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds
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9

9

9

9

9

9

9

ベースプレート外形寸法の

０．１倍以上確保しなけれ

ばならない。

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ(Lt)は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。
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センクシア株式会社

注意！

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。
３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

ハイベースNEO工法設計施工標準

６

ハイベースNEO工法設計施工標準
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No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03
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堀
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一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光 A1:NS

A3:NS

500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定
BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

横浜　ＴＥＬ　０４５-５４８-９８８１
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〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C

1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C 3

A

C

2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C 2

A

1C

t 2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書
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ベースプレート形状

C 1

A

2C

H 2t

F

E

GタイプGタイプ

A

1C

F

t 2

E

2t

C 1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□200

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

6～19

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB200-4

EB250-4

EB300-4

EB300-8

EB350-8

EB400-8

EB450-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-30

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550

290

310

340

360

360

390

410

410

450

460

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

690

710

740

740

590

540

560

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

210

230

260

270

270

310

320

320

360

370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、

注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。

注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。
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注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

hc
50

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端

基礎天端

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(C寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

下部定着長さ(Lt)

上
部

定
着

長
さ

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

(L
t)

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

・ハイベースNEO工法

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬセンクシア株式会社
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CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光 A1:NS

A3:NS ボーリング柱状図

No.5

No.4

８



CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

A1:1:100

A3:1:200

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光
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特記なき限り下記とする。

基礎伏図　1：100

3.　　　　は立上り壁を示す。

特記なき限り下記とする。

1.大梁天端レベルは勾配なりとする。

2.屋根ブレースは特記なき限り H1 とする。

3.● 印は横補剛によるボルト変更箇所を示す。

屋根伏図　1：100

1.スラブ天端レベルは 既存1FL±0 とする。

2.基礎梁天端は 既存1FL-200 (GL+500)とする。

4.基礎フーチング下端は GL-500 とする。

5.基礎下の粘土層は砂礫に置換改良とする。
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CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光

地中梁ﾘｽﾄ 1:30

位 置

符 号

特記事項　１.鉄筋材質 主筋：SD345　ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ・腹筋・巾止筋：SD295Aとする。２．巾止め筋は D10 @1000 以内とする。
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位 置

符 号

特記事項　１.鉄筋材質 主筋：SD345　ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ・腹筋・巾止筋：SD295Aとする。２．巾止め筋は D10 @1000 以内とする。
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HTB(N1)

HTB(N2) S.PL(T3)

S.PL(T2)

S.PL(T1)HTB(N1) J1

共通事項:　1．特記なき限り、継手スプライスプレートは母材と同材質にする。2．ボルトはHTB　S10Tとする。3．鉄骨材質はSN400Bとする。

梁継手リスト 1:30

形　状 符　号 主　材

J O I N T

フランジ ウェブ
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鉄骨部材リスト 1:30
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符 号 部 材 継 手 符 号 仕 口

共通事項:　1．ボルトはHTB　S10Tとする。2．鉄骨材質はSS400とする
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－H1 ターンバックル付き　JIS規格品
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CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

堀
Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光

大梁リスト 1:30

－

仕 口 備 考継 手 符 号全 断 面位 置階 数

全断面 J1

共通事項:　1．ボルトはHTB　S10Tとする。2．鉄骨材質はSN400Bとする。
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特記事項

1.特記なき限り、通り芯=柱芯

2.溶接記号番号は鉄骨構造標準図(1) 2.溶接規準図による

3.特記なき鋼材はSS400を示す
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CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光大
縫 構造設計特記仕様書（普通教室棟）

A1:N.S

A3:N.S

６．鉄骨工事 （施工方法等計画書）

※修正箇所は下線を引くこと。構 造 設 計 特 記 仕 様
杭径（㎜） 設計支持力（kN) 杭の先端の深さ（ｍ) 本数 特記事項適用は　■　印を記入する。 （１）鉄骨エ事は指示のない限リ下記の最新版による

■　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度測定指針」「鉄骨工事技術指針」　　■　日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」
（５）ボルト０．共通事項

■　鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」
■高力ボルト

（２）エ事監理者の承認を必要とするもの（１）設計図面及び特記仕様書に記載されていない事項は下記の図書を適用する。 □F10T(JIS B1186)■S10T　認定番号(MBLT-0052同等)
■製作工場　　　　　　　　　■製作要領書　　　　■工作図　　　　■施工計画書□F8T 認定番号(MBLT-0050同等)

■認定または登録工楊（大臣認定□Ｓ　□Ｈ　■Ｍ　□Ｒ　□Ｊ　グレード以上　　都登録□Ｔ１□Ｔ２□Ｔ３ランク）■M16　■M20　□M22　□M24日本建築学会建築工事標準仕様書・同解説ＪＡＳＳ５・６（２０１８年版）（以下ＪＡＳＳ５・６）
■材料規格証明書※、または試験成績書■ボルト(JIS B1180)：Ｍ１２　　Ｍ　　　、強度レベル４Ｔ　強度区分４．８(但し、対応不可能なものについては２０１５年版としてよいが、設計者及び監理者と協議すること)
※日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシートとする。■アンカーボルト、□頭付スタッドボルト(JIS B1198)　→　鉄骨部材リストによる（２）設計図書優先順位＝質問回答書＞現場説明書＞特記仕様書＞設計図面＞標仕＞ＪＡＳＳ５及び
■鋼材　　　　■高力ボルト　　　　■特殊ボルト　　　　□頭付スタッド本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＳＳ６

が36N/mm2以下に適用し、鉄筋の材種はSD390以下（施工方法等計画書）５．鉄筋コンクリート工事１．建築物の構造内容 に適用する ■社内検査表　□    　　　　    　□（６）屋根、床、壁
（３）工事監理者が行う検査項目

（１）コンクリート
（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告するニと）

■　コンクリ－トはJIA A 5308に適合するJIS認定工場の製品とし、施工は標準図に記載されている事項を除きJASS5による。

□現寸検査　　■組立・開先検査　　■製品検査　　■建方検査　　■材質検査　　□テープ合わせ■　耐久設計基準強度　Ｆｄ(Ｎ／ｍｍ２)　　□短期１８　　■標準２４　　□長期３０　　□超長期３６

□床型枠用鋼製デッキプレート　　　形式 フラット 　 0.8厚 （４）接合部の溶接は下記によること■　セメントは、JIS R 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。
□法第20条第一号(高さ60m超) □特殊デッキプレート ■　調合計画は、工事開始前にエ事監理者の承認を得ること。 ■　平成１２年建設省告示第１４６４号第二号イ、ロ

□法第20条第二号(□RC造高さ20m超□S造4階建以上□W造高さ13m超□その他)
■　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第12章）

設計基準強度　２１、２４Ｎ／ｍｍ２ 単位水量　１８５ｋｇ／ｍ３以下
注)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること □穴あきＰＣ板スパンクリート　ｔ＝

単位セメント量　２７０ｋｇ／ｍ３以上かつ４５０ｋｇ／ｍ３以下 ■　日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」水セメント比　６５％以下
□カーテンウォール　　　　　　　　　□方立　□バックマリオン　□スパンドレル　□パネル（ ４）構造種別

■　日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工場製作編、鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」空気量　４．５％
□木造(Ｗ)　　　□補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　■鉄骨造(Ｓ)

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項 （５）接合部の検査３．地  盤
□鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　□壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)

　　について、工事監理者の承認を得ること。
■　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

□鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ) ■　フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－の技術評価をうけた測定器
（１）地盤調査と調査計画

　　を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し承認を得る。□プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)　□薄板軽量形鋼造(スチールハウス) 検査率又は検査数
■有（■敷地内□近隣）　　　　　□無（調査予定　□有　　□無） 検査箇所 検査方法 備   考　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、（ ５）階  数 工場自主検査 第三者受入検査工事監理者

　　その平均値を試験値とする。調 査 項 目 資料有り 調査計画 調　査　項　目 資料有り 調査計画 調　査　項　目 資料有り 調査計画
％ ％ ％

※平成１２年建設省告示外観検査（※） 100 100 100■完全溶込溶接部 個 個 個ボーリング結果 ○ 静的貫入試験 標準貫入試験 ■　構造体コンクリ－トについて現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、または現揚封かん養生
％ ％ ％(突合せ溶接) 第１４６４号第二号による水平地盤反力係数の測定 土質試験(物理試験) 物理探査 超音波深傷試験 100 30 30　　とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打ち込み量が150m3をこえる場合は150m3ごとまたは、そ 個 個 個

試験堀（支持層の確認） 平板載荷試験 液状化判定 ％ ％ ％ （目視及び計測）　　の端数ごとに１回を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な闘隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。 内質 □硬さ試験□ 個 個 個スエーデン式サウンディング 現場透水試験 ＰＳ検層 検査　　なお供試体の数量は特別指示なき湯合は、１回当リ６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。 ％ ％ ％
□示温塗料塗布孔内水平載荷試験 三軸圧縮試験 (注) 個 個 個

■　コンクリ－ト打ち込み中及び打ち込み後5日間は、コンクリ－トの温度が2度を下がらないようにする。 (注)東京都の要領に一軸圧縮試験 マクロ試験・その他 個 個 個■　乾燥、振動等によって、コンクリ－トの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。
基づき必要となる建築物（ ７）屋上付属物 注）上記表中の資料があるもの、調査計画があるものに○を記入する。 ％ ％ ％

■　ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリ－トの自由落下高さは、コンクリ－ト ■ 100 100外観検査（※） 100 個 個 個
の場合に実施する（基礎・杭の位置を明記すること）　→　ボーリング柱状図による（２）ボーリング標準貫入値、土質構成 　　が分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

深　

度

第三者検査機関名　ＣＩＷ－Ｄ種以上認定検査事業者
（ ８）特別な荷重 　　なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合はＮ値 標準貫入試験

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入検査を土質 ●調査地番 　　１２０分以内とする。№１ №２ 10 20 30 40 50 60 代行させるために自ら契約した検査会社をいう。※近隣敷地参照 ■　水は、ＪＩＳ　Ａ５３０８（レディーミクストコンクリート）の附属書３（規定）□倉庫積載床用　　N/m2　□受水槽　　　　ｋＮ　□クレーン　　　　　　　基
注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと。　　［レディーミクストコンクリートの練混ぜに用いる水］による。1（ ９）付帯工事
注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

2□門塀　　□擁壁　　□駐輪場　　□駐車場　　□機械式駐車場　　□サイロ （２）鉄　筋 ■　高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)●位置図
3（１０）増築計画　　　□有（　　　　　　）■無 ■　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ５による。 軸力導入試験□要■否(部位：　　　　　)　高力ボルトすべり係数試験□要■否(部位：   　　)ボーリング柱状図による
4（１１）構造計算ルート □　高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。 　　■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)5 　　■　トルシア型高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。
　　(2)｣による。また、「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣による。

6 （６）防錆塗装〇支持地盤、地層及び深さに ■　配筋にあたっては、日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(最新版)」「壁構造配筋指針(最新版)」を必ず参考にする。

7 ■　錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被服される以外の部分とする。　→　意匠図による。■　鉄筋継手等　ついてのコメント

　　錆止めぺイントは、■ＪＩＳ　Ｋ５６７４　　　□　　　　　　　　　□　　　　　　　□継手の位置等の設計条件による仕様・等級8

　　を使用して、４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。(1)引張力最小部位 (2) (1)以外の部位※鉄筋継手工法 鉄筋の径9
２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

■　現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し〇孔内水位 Ａ級 Ｂ級 ＳＡ級10
ボーリング柱状図参照 　　２回塗りとする。ＧＬ－　 ｍ付近 ■重ね継手 ■40d　□35d　□(  )d ■D(16)以下11(レディーミクストコンクリート JIS Q1001,JIS Q1011,JIS A5308)（１）コンクリート

（７）耐火被覆の材料設計基準強度（Ｆｃ）=N/mm2 スランプ ■ガス圧接継手 ■告示1463号第2項各号 ■D(19)以上■12適　用　箇　所 種　　類 備　考
○近隣データの調査地番とcm以下 □　塗装厚さについては、意匠図仕上表の耐火認定番号による。品質基準強度（Ｆｑ）=N/mm2

□溶接継手 □告示1463号第3項各号 □D(  )以下□ □13
■普通捨てコンクリート ■１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０ ■１５□２１ スランプ許容差±2.5cm 　設計地番とは約  ｍの距離

□D(  )以下□機械式継手 □告示1463号第4項各号 □ □ □14□普通 □１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０土間コンクリート スランプ許容差±2.5cm□１５□２１
　がある ７．設備関係

※　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の15基礎、基礎梁 ■普通 ■１８□２１ スランプ許容差±2.5cm
　　認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算に当たって「鉄筋継手使用基準(建築物の構造関係技術基準解説書2007)」

16 ■　建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。○備考
　　によって検討した部材の条件・仕様によること。■普通、□軽量 ■１８□２１ スランプ許容差±2.5cm 柱、梁、床、壁 ■　建築設備の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講ずること。

17 土留め壁工法は「・・・・工法」 ■　Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。 □　建築に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して構造耐力上主要な

デッキ上コンクリート ■　継手部分の施工要領は、日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書(最新版)」による。(ガス圧接・溶接・機械式継手工事) 　　部分に緊結され、安全であること。スランプ許容差±2.5cm 18 程度を推測する
□１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。　　継手部分の検査方法　・外観検査　■有　□無　・引張試験　□有　□無　・超音波深傷試験　■有　□無
19細骨材の種類 ■砂　　　　□山砂　　　□人工　　　□ ■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震時等に対して適切に支持されていること。

　　ガス圧接部分の検査を超音波深傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し、１回の試験は粗骨材の種類 ■砂利　　　□砕石　　　□人工　　　□ ■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。20
　　５本以上とする。(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で２００箇所程度とする) ■　ＥＶの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。水の区分 ■水道水　　□地下水　　□工業用水　□回収水

■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。■　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■Ｈ型（タガ型）　　□Ｗ型（溶接型）　　□Ｓ型（スパイラル型）とする。21混和材料の種類(JIS A 6204) ■ＡＥ減水剤□高性能ＡＥ減水剤　　　□膨張剤
■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上を原則とする。■　コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建筆物の工事における試験及び検査に関する東京都採取要綱」第４条の試験機関で行うこと。材齢：■２８日　　□５６日　　□９１日　　□ 22 □呼び強度を保証する材齢、養生

　　試験機関名　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　　号）養生：■現場封緘　■現場水中　□標準　　　□
23 　　代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者を言う。計画供用期間の級＝標準 ８．その他

　　代行業者名24品質基準強度（Ｆｑ）に土間コンクリ－ト、捨てコンクリート及びラップルコンクリートは適用しない

Ｆｑ＝ＭＡＸ(Ｆｃ，Ｆｄ)　　調合管理強度は標仕６．４．５による （３）型　枠 ■　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。　　■　各工事において必要に応じて記録写真を撮り保管すること。25
■材料　合板厚１２㎜を標準とする。　　　■施工　ＪＡＳＳ５による。 ■　各試験の供試体は公的試験機関または民間認定機関にて試験を行い監理者に報告すること。

(□JIS A 5406) ■　建築構造用冷間ロール成形角形鋼管　　　　　　　　　　－　ＪＦＥスチール株式会社同等品（２）コンクリートブロック ■型枠存置期間注)地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合がある。
□　建築構造用冷間プレス成形角形鋼管　　　　　　　　　　－　ＪＦＥスチール株式会社同等品種類□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　厚□100　□120　□150　□190　使用箇所(□　　　　) せ  き  板 支      柱 □　外法一定Ｈ形鋼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　ＪＦＥスチール株式会社同等品

部位
基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下４．地業工事（３）鉄筋 種　　類 径 使用箇所 継手工法 □　高強度せん断補強筋　　　　　　　　　　　　　　　　　－　北越メタル株式会社同等品
早強度ポルト 普通ポルト 早強度ポルト 普通ポルト 早強度ポルト 普通ポルト 早強度ポルト  ■重ね継手 セメントD10～D16 床、STP、HOOP■SD295A □　高強度梁貫通孔補強筋　　　　　　　　　　　　　　　　－　株式会社栗本鐵工所同等品
ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメントの種類■ガス圧接継手□SD295B

□溶接継手 高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント 普通ポルト異形鉄筋 □ベタ基礎　　□布基礎　　■独立基礎　　　試験堀　□有　□無（１）直接基礎　
存
値
期
間
の

□　高強度コンクリート　　　　　　　　　　　　　　　　　－　長岡地区生コン事業協同組合又は長岡市内大臣認定工場主筋■SD345 □機械式継手 Ａ種 Ａ種 Ａ種 ランドセメント(JIS G 3112) □　ボイドスラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　株式会社スパンクリートコーポレーション同等品
□機械式定着(D32以上)□SD390 シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント  

平
均
気
温

Ａ種 Ａ種 Ａ種Ａ種□UHYﾌｰﾌﾟ 大臣認定番号高強度せん断 □　床型枠用鋼製デッキプレート　　　　　　　　　　　　　－　日鉄建材株式会社同等品
シリカセメント補強筋 大臣認定番号□KSS785 （２）地盤改良　 Ａ種

□　機械式杭頭接合工法　　　　　　　　　　　　　　　　　－　岡部株式会社同等品(JIS G 3112) □SR235丸鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
令(

日)

□　構造用転造両ねじアンカーボルトセット　　　　　　　　－　ＪＳＳ規格認定工場品（JIS B 1220-2010）15℃以上 2 3 4 6 8 17 28溶接金網
□　鉄筋機械式継手(エースジョイント同等品)　　　　　　　－　東京鉄鋼株式会社同等品注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする(JIS G 3551) □D10 @200　　 □D10 @150 5℃～15℃ 3 5 6 10 12 25 28
□　鉄筋機械式定着(プレートナット同等品)　　　　　　　　－　東京鉄鋼株式会社同等品

杭   種 材   料 施工法 備　　考 □　耐震スリット材(完全スリット)　　　　　　　　　　　　－　岡部株式会社同等品5℃未満 5 8 10 16 15 28 28
（４）鉄骨 □　住宅性能表示制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　意匠図による。□PHC PHC(□Ａ種、□Ｂ種、□Ｃ種) 設計基準強度のコンクリートの □　高力ボルト本締め検査及び鉄骨建入検査は全数検査とし、必ず監理者へ書類として提出すること。種　　類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等 5.0Ｎ/mm２ 設計基準強度の50％TACP-0198□埋込み(ｽｰﾊﾟｰﾆｰﾃﾞｨﾝｸﾞ工法） 圧縮強度 □　合成スラブ構造デッキプレートの施工状況報告書及びチェックリストを必ず監理者へ書類として提出すること。85％ 100％JIA G 3101.3350.3136■SS400　   ■SSC400　　 ■SN400A.B.C 鉄骨ﾘｽﾄ参照 □有　■無

□　機械式杭頭接合工法の施工管理チェックシート必ず監理者へ書類として提出すること。□ＲＣ　□ＰＲＣ
JIA G 3101.3350.3136 TACP-0199□SS400　   □SSC400　　 □SN490A.B.C 鉄骨ﾘｽﾄ参照 □有　□無 □　鉄筋機械式定着工法の施工管理チェックシート必ず監理者へ書類として提出すること。

注）１　片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。□鋼管　□摩擦杭 鋼　材　□ＳＳ４００□ＳＫＫ４００ □ＡＴＴ-コラム工法
JIA G 3466.3444■STKR400　 □STKR490　  ■STK400 鉄骨ﾘｽﾄ参照 □有　■無

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。□ＳＣ杭□Ｈ鋼 　　□ＳＴＫＴ５９０(ＳＥＡＨ５９０) （先端翼付回転貫入鋼管杭　併用）
■BCR295　  □BCP235　   □BCP325 鉄骨ﾘｽﾄ参照 大臣認定番号MSTL-0142同等□有　■無

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。コンクリートＦc=　　３０N/㎜2
□場所打ち □オールケーシング　　□拡底杭 ９．書類提出鉄骨架構図参照 JIA G 3106.3136□SM490A　  ■SN490B　   ■SN490C □有　■無

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。　　　　　　Ｆq=　　３０N/㎜2
　コンクリート杭 □リバースサーキュレーション 　　　　　　　　　　　　認定大臣認定番号MSTL-0129同等□TMCP(HBL325B)

スランプ　　　　＝　　２１cm以下 注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛リかえをしてはならない。□アースドリル　　　　□ミニアース 工事の着手に先立ち下記の計画書を監督職員及び工事監理者に提出し承諾を受け、報告書は各工事終了後に速やかに提出すること。　　　第　　　　　　　　　号→杭、基礎配筋図も大臣認定番号MSTL-0120同等□BT-HT440B-SP(建築構造用高溶接性高性能590N/mm2鋼材) セメント量　　　＝　３００kg/m3 □ＢＨ　　　□深礎 □手堀 注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛りかえを行わないこと。 ■仮設計画書　□山留計画書・報告書　□平板載荷試験計画書・報告書　■杭施工計画書・報告書　■コンクリ－ト配合計画書　併せて参照のこと 　　　年　　　　月　　　　日□溶接材料 JIS Z 3211.3312.3313.3223 鉄筋　　　　主筋＝ＳＤ３９０ 注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないこと。 ■コンクリ－ト工事施工計画書・報告書　■鉄筋工事施工計画書・報告書　■型枠工事施工計画書　■鉄骨工事工場製作要領書□機械堀
　　　　　　帯筋＝ＳＤ２９５Ａ ■躯体施工図　■鉄筋取合要領図　■鉄骨工作図注）８　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

□高架水槽　　　ｋＮ　□キュービクル　　　ｋＮ　□広告塔　　□煙突　　□室外機置場

□ＥＶ　１１人乗(□マシンルームレス□ロープ式）　□ＤＷ　　ｋＮ　□ホイスト　　ｋＮ

□１８■２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□１８■２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□BF-DAM105 BF(□Ａ種、□Ｂ種、□Ｃ種)

□SUPERﾆｰﾃﾞィﾝｸﾞ工法

□大臣認定番号

□大臣認定番号

□　梁貫通孔補強材(スーパーハリーZ)　　　　　　　　　　 －　岡部株式会社同等品

□　既製コンクリート杭　　　　　　　　　　　　　　　　　－　藤村クレスト株式会社同等品

■　設計積雪　H=300cm

（ ３）構造設計一級建築士の関与　□必要　　　■必要としない

□ＥＺ,ＨＹＰＥＲ デッキ

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下標仕）

（ １）建築場所　　新潟県小千谷市大字塩殿甲2144番地

（ ２）工事種別　　□新築　■別棟増築　□改築　□移転　□大規模修繕　□大規模模様替　□用途変更

１棟　学校(総合支援学校)　Ｘ方向ルート　１-２　　Ｙ方向ルート　１-２

□１８□２１■２４□２７□３０□３３□３６□４０

□普通、□軽量
□１８□２１□２４□２７□３０□３３□３６□４０

□１８□２１

D19～D22

□6φ-100x100　□6φ-150x150　□6φ- 75x 75 □ＱＬデッキ

□合成スラブ構造デッキプレート　　形式 QL 1.2厚

□金属系サイディング 壁厚ｔ＝15 (ｱｲｼﾞｰ工業 断熱ｻｲﾃﾞィﾝｸﾞ縦張り同等品)　

■押出成形セメント板　　　　　ｔ＝６０　縦張り

深さ平均ＧＬ－　　　０．５０ｍ、支持層－砂礫層　　長期許容支持力　５００ｋＮ/ｍ２

□浅層混合処理工法　□深層混合処理工法　□湿式柱状改良工法

深さ平均ＧＬ　　　　ｍ、長期許容支持力　　　　　ｋＮ/ｍ２、載荷試験　□有　□無　

杭仕様　　　□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書

試験杭　　　（□有　□無）　（□打ち込み□載荷□孔壁測定□支持層確認）　　　　本（本杭兼用）

■　露出型弾性固定柱脚工法　　　　　　　　　　　　　　　－　センクシア株式会社

□　合成スラブ構造デッキプレート　　　　　　　　　　　　－　ＪＦＥ建材株式会社同等品
載荷試験　■有　□無

　１棟　学校(総合支援学校 普通教室)　　地下　　階　　地上　　１階　　塔屋　　　階

（ ６）主要用途　　　学校(総合支援学校 普通教室)

□１８□２１■２４□２７□３０□３３□３６□４０

■カラーガルバリウム鋼板製折版ハゼ式Ⅱ型 t＝1.0　H=162

１２



CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

Ｓ

A1:1:100

A3:1:200

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光大
縫 伏図・軸組図（普通教室棟）
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特記なき限り下記とする。

3.〇 印は横補剛によるボルト変更箇所を示す。

2.屋根ブレースは特記なき限り H1 とする。

1.大梁天端レベルは勾配なりとする。

  (  )内数値はRFL(水下)からの梁天端レベルを示す。
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特記なき限り下記とする。

5.特記なきスラブは S1 を示す。

2.スラブ天端レベルは 1FL±0 とする。

1.特記なき限り基礎下端は GL-500mm とする。

3.基礎梁天端は 1FL-200(GL+500) とする。

6.特記なき柱型は FC1 を示す。
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特記なき開口補強材 ① L-75x75x6
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1:30基礎ﾘｽﾄ
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CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光大
縫

A1:1:30

A3:1:60

地中梁ﾘｽﾄ 1:30

位 置

符 号

特記事項　１.鉄筋材質 主筋：SD345　ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ・腹筋・巾止筋：SD295Aとする。２．巾止め筋は D10 @1000 以内とする。
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位 置

符 号

特記事項　１.鉄筋材質 主筋：SD345　ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ・腹筋・巾止筋：SD295Aとする。２．巾止め筋は D10 @1000 以内とする。
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上 端 筋
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長　　辺　　方　　向短　　辺　　方　　向
位　　置スラブ厚
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腰壁配筋詳細図 1:30
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地中梁・基礎・スラブリスト図（普通教室棟）

通用口配筋詳細図 1:30
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※寸法関係は意匠図参照

18
0

80

1
80

18
0

いなずま筋 D10@200

1
50

縦・横 D10@200



CLASS DATE SCALE製　　図 審　　査 承　　認
株式会社 ワシヅ設計

頓 鷲熊
所 頭倉

No.

一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

管理技術者 工事名称

図面名称Ａ一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号 276 R5.03

総合支援学校職員室等増築工事

Ｓ

一級建築士　第 155068 号
構造設計一級建築士　第 5387 号

一級建築士　第 288913 号
設備設計一級建築士　第 1538 号

構造設計    泉 俊正

設備設計　　本間 光大
縫

A1:1:30

A3:1:60

仕 口 備 考継 手 符 号位 置符 号階 数

大梁リスト

－全断面 J1

全 断 面

全断面 －J2R

全断面 J3 －

G40

G23

CG25

H-400x200x8x13

H-244x175x7x11

H-250x125x6x9

共通事項:　1．ボルトはHTB　S10Tとする　2．鉄骨材質はSN400Bとする

符 号 仕 口継 手 符 号部 材

鉄骨部材リスト

－

－

備 考

共通事項:　1．ボルトはHTB　S10Tとする　2．鉄骨材質はSS400とする　3.アンカーボルトの材質はSNR400Bとする

B35

B25

B20

T

－H1（屋根ブレース） ターンバックル付き　JIS規格品M16 (SNR400B) GPL-9　1-M16

H-350x175x7x11

H-250x125x6x9

GPL-9　4-M20

GPL-9　3-M16

－

－

－

B15

H-200x100x5.5x8 GPL-6　2-M16

H-150x75x5x7 GPL-6　2-M16

H-150x75x5x7 GPL-6　2-M16

〇印箇所：GPL-9 (2x2)-M16

〇印箇所：GPL-6 (2x1)-M20 下端斜加工

符　号 主　材 ウェブ

N2T3N1T2

フランジ

T1

J O I N T

形　状

J1

梁継手リスト

HTB(N2) S.PL(T3)

S.PL(T2)

S.PL(T1)HTB(N1)

HTB(N1)

J2

J3

備　　　考

共通事項:　1．特記なき限り、継手スプライスプレートは母材と同材質にする　2．ボルトはHTB　S10Tとする　3．鉄骨材質はSN400Bとする。

H-400x200x8x13

H-244x175x7x11

H-250x125x6x9

SPL-9x200x410 6-M20 2SPL-9x260x170 4-M20

SPL-9x175x290 4-M20 2SPL-9x140x170 2-M20

SPL-12x125x410 -

2SPL-9x70x290

2SPL-9x80x410

6-M16 2SPL-6x170x290 4-M16

－

－
X21 X22

鉄骨天端(水上)

鉄骨天端(水下)

1FL

GL

4,
2
50

7
00

3
,5

5
0

25
0

5
50

15
0

BPL下端

6,400

210 210

柱
芯

壁
芯

柱
芯

壁
芯

EX
P
.J

JO
IN
T

700

JO
IN
T

700

JO
IN
T

700

PL-19x300x300(SN490C)

PL-19x300x300(SN490C)

PL-19x300x300(SN490C)

PL-19x300x300(SN490C)

PL-19x300x300(SN490C)

G40 H-400x200x8x13(SN400B)

C1

□-250x250x9(BCR295)

C1

□-250x250x9(BCR295)

390

39
0

4
0

40
31

0

4031040

25

柱脚 ハイベースNEO EB250-4-24

390

39
0

4
0

40
31

0

4031040

25

柱脚 ハイベースNEO EB250-4-24

X21 X22

6,400

柱
芯

柱
芯

J
OI
N
T

700

J
OI
N
T

700

C1 C1

G
40

H-
4
00
x
20

0x
8
x1
3
(S
N
40
0
B)

Y2
1a

通
り

 2
,
67
5

Y2
3
通
り

 7
,0

0
0

柱芯

70
0

JOINT

70
0

JOINT

Y22

G4
0

H-
40

0x
2
00

x
8x
1
3(
S
N4
0
0B

)

G
40

H-
4
00
x
20

0x
8
x1
3
(S
N
40
0
B)

G2
3

H-
2
44
x
17
5
x7

x
11
(
SN
4
00
B
)

G40

H-400x200x8x13(SN400B)

B2
0

B
20

H-
20

0
x1

0
0x
5
.5
x
8(

S
S4

0
0)

H-
20

0
x1

0
0x
5
.5
x
8(

S
S4

0
0)

H
-2

0
0x
1
00
x
5.

5x
8
(S

S
40
0
)

H
-2

0
0x
1
00
x
5.

5x
8
(S

S
40
0
)

B2
0

B
20

H1 H1 H1 H1 H1 H1

H1 H1H1 H1

特記事項
1.特記なき限り、通り芯=柱芯とする

3.特記なき鋼材はSS400を示す
2.溶接記号番号は鉄骨構造標準図(1) 2.溶接規準図による

Y22通り鉄骨架構詳細図　1：30

縦材

横材

開口補強材

L-75x75x9

L-75x75x6

GPL-6　2-M12 中ボルト

GPL-6　2-M12 中ボルト

2,
45

0
1,
1
00

CG25 H-250x125x6x9(SN400B)

2,450

X0

PL-16x300x300(SN490C)

PL-16x300x300(SN490C)

階

1

備 考

部 材

符 号

Ｙ

Ｘ

柱

脚

備 考

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

断 面

基

礎

柱

断 面

Ｙ

Ｘ

備 考

フープ

柱 筋

柱リスト

C1

FC1符 号

8-D19 (SD345)

共通事項:　1．鉄筋材質　柱 BCR295 とする

配筋ゾーン（Ⅰ）

□-250x250x9

ハイベースNEO EB250-4-24

390

39
0

40
4
0

31
0

4031040

25

4-M24

3

36
00

600

□-D13@150(SD295)

※

※ 寸法 意匠図参照

庇部詳細図

X21

780

※GPL-6 中ボルト 2-M12

C-100x50x20x3.2

GPL-6 中ボルト 2-M12

C-100x50x20x3.2

P －H-100x100x6x8 GPL-9　2-M16 中ボルト BPL-16x100x200　A.BOLT 2-M16 L=560 WN ﾌｯｸ付

P

１５

鉄骨リスト図・鉄骨架構詳細図（普通教室棟）


